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一　

は
じ
め
に

日
本
の
平
安
初
期
よ
り
天
台
寺
院
や
宮
中
に
お
い
て
修
さ
れ
て
き
た

佛
敎
儀
禮
で
あ
る
法
華
懺
法
は
、
中
國
隋
代
の
僧
智
顗
（
五
三
八
―
五

九
七
）
の
撰
述
と
さ
れ
る
『
法
華
三
昧
行
法
』
を
も
と
に
構
成
さ
れ
て

い
る（

１
）。
し
か
し
、『
法
華
三
昧
行
法
』
が
六
根
の
罪
障
懺
悔
と
『
法
華

經
』
の
讀
誦
お
よ
び
坐
禪
に
よ
っ
て
法
華
三
昧
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
の
に
對
し
、
法
華
懺
法
は
同
行
法
か
ら
六
根
の
罪
障
懺
悔
と

『
法
華
經
』
の
讀
誦
を
拔
粹
し
た
次
第
で
構
成
さ
れ
、
か
つ
こ
れ
に
佛

敎
音
樂
で
あ
る
聲
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
華
三
昧
を

得
る
た
め
の
行
法
書
で
あ
っ
た
『
法
華
三
昧
行
法
』
は
、
佛
敎
儀
禮
の

次
第
へ
と
展
開
し
た
と
考
え
ら
れ
る（

２
）。

た
だ
し
、
法
華
懺
法
の
名
を
冠
す
る
次
第
本
の
古
本
は
、
現
在
、
鎌

倉
中
期
ま
で
し
か
溯
れ
ず
、『
法
華
三
昧
行
法
』
の
古
本
に
つ
い
て
も

先
行
硏
究
で
は
鎌
倉
中
期
ま
で
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、『
法

華
三
昧
行
法
』
か
ら
ど
の
よ
う
な
過
程
を
經
て
法
華
懺
法
の
次
第
が
成

立
し
た
の
か
を
窺
い
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
法
華

懺
法
の
前
段
階
に
位
置
す
る
「
如
法
懺
法
」
と
い
う
懺
法
が
平
安
末
期

の
天
台
僧
良
忍
（
一
〇
七
三
―
一
一
三
二
）
の
頃
に
は
存
在
し
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
次
第
や
實
修
形
態
に
つ
い

て
は
不
明
な
點
が
多
く
殘
っ
て
い
る（

３
）。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
法
華
三

昧
行
法
』
と
法
華
懺
法
に
み
え
る
彌
勒
・
彌
陀
信
仰
に
註
目
し
、
次
第

成
立
の
背
景
を
考
察
す
る
。

法
華
懺
法
の
次
第
に
は
、
六
根
の
罪
障
懺
悔
の
後
に
「
四
悔
（
勸
請
・

　
　
　

彌
勒
・
彌
陀
信
仰
よ
り
み
る
『
法
華
三
昧
行
法
』
と
法
華
懺
法
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隨
喜
・
廻
向
・
發
願
）」
と
い
う
段
が
あ
り
、
そ
の
中
の
發
願
段
に
は
阿

彌
陀
佛
の
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
思
想
が
み
え
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る

『
法
華
三
昧
行
法
』
の
發
願
段
に
は
、
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
思
想
だ
け

で
な
く
、
彌
勒
菩
薩
の
兜
率
天
へ
の
徃
生
思
想
も
混
在
し
て
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
點
に
關
し
て
、
先
行
硏
究
で
は
二
通
り
の
解
釋
が
示
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
兩
徃
生
思
想
が
混
在
し
た
形
が
發
願
段
の
原
型

で
あ
る
と
す
る
解
釋
と
、
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
思
想
の
み
が
示
さ
れ
る

形
が
發
願
段
の
原
型
で
あ
る
と
す
る
解
釋
で
あ
る
。

し
か
し
、
筆
者
は
こ
れ
ら
以
外
に
も
解
釋
の
餘
地
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
よ
っ
て
以
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
硏
究
で
註
目

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
寫
本
と
法
華
懺
法
の
註
釋

書
の
記
述
を
手
掛
か
り
と
し
て
、『
法
華
三
昧
行
法
』
の
發
願
段
の
原

型
に
つ
い
て
新
た
な
解
釋
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
法
華
懺
法

の
發
願
段
が
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發
願
へ
と
確
立
し
て
い
く
思
想
的
な

背
景
を
檢
討
す
る
こ
と
で
、
法
華
懺
法
の
次
第
成
立
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
く
。二　

法
華
懺
法
と
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
發
願
段

先
述
の
通
り
、
法
華
懺
法
の
次
第
に
は
六
根
の
罪
障
懺
悔
の
後
に
勸

請
・
隨
喜
・
廻
向
・
發
願
で
構
成
さ
れ
る
四
悔
が
あ
る
。
こ
の
四
悔
の

う
ち
、
發
願
段
の
唱
句
は
「
我
弟
子
某
至
心
發
願
、
願
臨
命
終
神
不

亂
、
正
念
徃
生
安
樂
國
、
面
奉
彌
陀
値
衆
圣
、
修
行
十
地
證
常
樂
、
發

願
已
禮
三
寶
。」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
唱
句
は
、
次
第
本
の
古

本
で
あ
る
靑
蓮
院
門
跡
吉
水
藏
所
藏
の
鎌
倉
中
期
寫
本
か
ら
、
現
在
、

日
本
天
台
宗
の
日
常
懃
行
に
用
い
ら
れ
て
い
る
法
華
懺
法
ま
で
變
化
が

な
い（
４
）。

ま
た
、
こ
れ
と
異
な
る
唱
句
を
示
す
次
第
本
も
現
在
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
法
華
懺
法
の
發
願
段
は
、
鎌
倉
中
期
頃
に

は
確
立
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
唱
句
の
內
容
を
み
る

と
、「
正
念
徃
生
安
樂
國
、
面
奉
彌
陀
値
衆
圣
」
と
あ
り
、
阿
彌
陀
佛

の
西
方
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
を
發
願
す
る
も
の
で
あ
る
と
わ
か
る
。

次
に
法
華
懺
法
が
原
典
と
す
る
『
法
華
三
昧
行
法
』
を
確
認
す
る
。

『
法
華
三
昧
行
法
』
に
關
す
る
先
行
硏
究
に
よ
れ
ば
、
同
書
の
古
本
は

稱
名
寺
所
藏
（
金
澤
文
庫
管
理
）
の
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
年
）
寫
本
と

さ
れ
て
い
る（

５
）。

ま
た
、
稱
名
寺
に
は
同
寫
本
か
ら
三
〇
年
程
後
の
文
保

元
年
（
一
三
一
七
年
）
寫
本
も
藏
さ
れ
て
い
る
。
兩
寫
本
の
發
願
段
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
兩
寫
本
に
は
傍
註
が
あ
る
た
め
倂
せ
て

示
し
、
便
宜
上
、
句
讀
點
も
追
記
し
た
。

弘
安
九
年
靜
慧
寫
『
法
華
三
昧
行
法
』

我
弟
子
某
甲
至
心
發
願
、
願
臨
命
終
神
不
亂
、
正正念
徃
生
安
樂
國

念
昇
生
上
兜
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率
、
面
奉
彌
陀勒
値
衆
圣
、
修
行
十
地
證
常
樂
、
發
願
已
禮
三
寶
。

文
保
元
年
釼
海
寫
『
法
華
三
昧
行
法
』

我
弟
子
某
甲
至
心
發
願
、
願
臨
命
終
神
不
亂
、
正
念
徃
生
安
樂

國
、
昇
生
上
兜
率
、
面
奉
彌
陀
値
衆
圣
。
修
行
十
地
證
常
樂
、
發

願
已
禮
三
寶
。

兩
寫
本
を
み
る
と
、
弘
安
九
年
寫
本
は
「
正
念
昇
生
上
兜
率
、
面
奉

彌
陀
値
衆
圣
」
と
あ
り
、
彌
勒
菩
薩
の
兜
率
天
に
昇
っ
て
「
彌
陀
」
に

値
う
と
い
う
文
句
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
傍
註
に
は
「
正
念
徃
生

安
樂
國
」
と
彌
勒
の
「
勒
」
の
字
が
註
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
保
元

年
寫
本
で
は
、
弘
安
九
年
寫
本
で
傍
註
と
な
っ
て
い
た
「
正
念
徃
生
安

樂
國
」
が
本
文
に
入
り
、
そ
の
後
は
「
面
奉
彌
陀
値
衆
圣
」
と
あ
っ

て
、
彌
勒
の
語
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
稱
名
寺
所
藏
の
兩
寫
本

は
、
兜
率
天
へ
の
徃
生
發
願
と
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發
願
が
混
在
し
た

表
記
と
な
っ
て
い
る（

６
）。

先
述
の
通
り
、
こ
の
表
記
に
對
し
て
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
先
行
硏

究
で
は
、
二
通
り
の
解
釋
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
多
田
孝
文
氏
は
、

智
顗
の
傳
に
示
さ
れ
る
入
寂
の
樣
子
を
考
慮
に
い
れ
、
稱
名
寺
所
藏
の

寫
本
の
よ
う
に
兩
徃
生
思
想
が
混
在
し
た
表
記
が
發
願
段
の
原
型
で
あ

っ
た
と
し
て
い
る（
７
）。

次
に
佐
籘
哲
英
氏
は
、
兩
徃
生
思
想
が
そ
れ
ぞ
れ

別
本
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
推
定
し
つ
つ
、
智
顗
の
徃
生
思
想
を
考

慮
す
れ
ば
、
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發
願
を
示
し
た
發
願
段
が
原
型
で
あ

っ
た
と
す
る（

８
）。

つ
ま
り
、
佐
籘
氏
の
解
釋
は
、
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發

願
を
示
し
た
發
願
段
に
兜
率
天
へ
の
徃
生
思
想
が
混
入
し
た
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

以
上
が
稱
名
寺
所
藏
の
『
法
華
三
昧
行
法
』
に
對
す
る
二
通
り
の
解

釋
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
一
考
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
こ
れ

ら
の
解
釋
に
加
え
、
も
う
一
通
り
の
解
釋
が
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
兜
率
天
へ
の
徃
生
發
願
を
示
す
文
句
が
『
法
華

三
昧
行
法
』
の
原
型
で
、
そ
こ
に
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
思
想
が
混
入

し
、
法
華
懺
法
の
次
第
に
お
い
て
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發
願
に
確
立
し

た
と
す
る
解
釋
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
解
釋
で
き
る
根
據
を
以
下
に
論

じ
て
い
く
。三　

『
魚
山
叢
書
』
所
收
の
『
法
華
三
昧
行
法
』
と

　
　
　
　

法
華
懺
法
の
註
釋
書

先
行
硏
究
に
お
い
て
、『
法
華
三
昧
行
法
』
の
古
本
は
稱
名
寺
所
藏

の
寫
本
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
そ
れ
よ
り
も
古
い
內
容

を
傳
え
る
可
能
性
が
あ
る
寫
本
の
存
在
を
指
摘
し
た
い
。
そ
の
寫
本
と
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は
、
大
原
勝
林
院
所
藏
の
『
魚
山
叢
書
』
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
寫
本
で

あ
る
。『
魚
山
叢
書
』
は
、
江
戶
後
期
の
天
台
僧
覺
秀
（
一
八
一
七
―
一

八
八
三
）
が
蒐
集
し
た
聲
明
關
係
の
叢
書
で
、
同
叢
書
の
耳
之
筥
五
に

は
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
年
）
に
寫
さ
れ
た
『
法
華
三
昧
行
法
』
が

收
め
ら
れ
て
い
る
。
同
寫
本
の
發
願
段
の
文
句
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
な
お
、
寫
本
中
の
傍
註
も
倂
せ
て
示
し
、
便
宜
上
、
句
讀
點
と
傍

線
を
追
記
し
た
。

我
弟
子
某
甲
至
心
發
願
、

臨
命
終
神
不
亂
、
正
念
昇徃
生生

上安
樂
國兜

率
、
面
奉
彌
勒陀
値
衆
圣
、
修
行
十
地
勝證
常
樂
、
發
願
已
禮
三
寶
。

（
中
略
）

前
發
願
中
有
本
云
、
願
正
念
徃
生
安
樂
國
、
面
奉
彌
陀
値
衆
圣

云
々
（
９
）。

傍
線
部
を
み
る
と
、
本
文
に
兜
率
天
へ
の
徃
生
發
願
が
示
さ
れ
、
傍

註
に
「
徃
生
安
樂
國
」
や
彌
陀
の
「
陀
」
の
字
が
あ
っ
て
、
極
樂
淨
土

へ
の
徃
生
發
願
が
倂
記
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
中
略
以
降
の
引
用
は
同

寫
本
の
卷
末
に
あ
る
異
本
（「
有
本
」）
の
情
報
で
、
發
願
段
を
「
願
正

念
徃
生
安
樂
國
面
奉
彌
陀
値
衆
圣
」
と
す
る
本
も
あ
る
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、『
魚
山
叢
書
』
所
收
の
『
法
華
三
昧
行
法
』
は
、
稱
名
寺
所

藏
の
寫
本
の
よ
う
に
兜
率
天
へ
の
徃
生
發
願
と
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發

願
が
混
在
せ
ず
、
そ
れ
ら
が
別
々
の
本
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

ま
た
、『
魚
山
叢
書
』
所
收
の
『
法
華
三
昧
行
法
』
で
註
目
す
べ
き

は
、
そ
の
奧
書
で
あ
る
。
同
寫
本
の
奧
書
に
は
、
底
本
の
情
報
と
し

て
「
久
安
二
年
九
月
十
六
日
一
校
了　

行
圓
之
」、
叢
書
制
作
時
の
奧

書
と
し
て
「
安
政
四
巳
年
十
一
月
十
五
日
於
大
原
勝
林
院
久
安
年
中
寫

得
之
古
本
以
他
筆
令
書
寫
一
校
了　

佛
子
覺
秀
」
と
あ
り
、
底
本
が
久

安
二
年
（
一
一
四
六
年
）
の
本
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
同
寫
本
と

稱
名
寺
所
藏
の
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
年
）
寫
本
を
校
訂
し
た
と
こ
ろ
、

發
願
段
と
奧
書
の
異
本
情
報
以
外
の
內
容
に
差
異
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
た

め
、
奧
書
に
あ
る
底
本
の
年
數
も
信
賴
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま

り
、『
魚
山
叢
書
』
所
收
の
『
法
華
三
昧
行
法
』
は
江
戶
後
期
の
寫
本

で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
る
內
容
は
稱
名
寺
所
藏
の
弘
安
九
年
寫

本
よ
り
も
古
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、『
魚
山
叢
書
』

所
收
の
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
發
願
段
本
文
に
兜
率
天
へ
の
徃
生
發
願

が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、『
法
華
三
昧
行
法
』
の
發
願
段
の
原
型
が

兜
率
天
へ
の
徃
生
發
願
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ち
な
み
に
、『
魚
山
叢
書
』
所
收
の
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
存
在
は
、

澁
谷
亮
泰
編
『
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
目
錄
』
卷
下
に
旣
に
示
さ
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れ
て
い
る
が
、
同
目
錄
で
は
底
本
の
年
數
を
「
文
安
二
年
（
一
四
四
五

年
）」
と
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
硏
究
で
は
註
目
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る（

（1
（

。
し
か
し
、
同
目
錄
記
載
の
筥
番
號
や
奧
書
と
內

容
が
一
致
す
る
『
法
華
三
昧
行
法
』
は
『
魚
山
叢
書
』
中
に
一
本
し
か

確
認
で
き
ず
、
そ
の
奧
書
に
は
楷
書
で
「
久
安
二
年
」
と
年
數
が
記
さ

れ
て
い
る（

（1
（

。
し
た
が
っ
て
、
同
寫
本
の
底
本
を
文
安
二
年
（
一
四
四
五

年
）
と
す
る
表
記
は
目
錄
編
纂
時
の
誤
記
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、『
魚
山
叢
書
』
所
收
の
『
法
華
三
昧
行
法
』
に
關
連
し
て
、

版
本
の
『
法
華
三
昧
行
法
』
に
興
味
深
い
內
容
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で

紹
介
し
た
い
。
そ
の
版
本
と
は
、
谷
中
天
王
寺
福
田
藏
所
藏
の
寬
永
二

一
年
（
一
六
四
四
年
）
刋
行
本
で
あ
る
。
同
本
の
情
報
は
『
昭
和
現
存

天
台
書
籍
綜
合
目
錄
』
增
補
索
引
卷
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
底
本
や
版

元
に
つ
い
て
は
版
本
に
記
載
が
な
い
た
め
不
明
で
あ
る（

（1
（

。
以
下
は
同
本

の
發
願
段
の
文
句
と
卷
末
の
情
報
で
あ
る
。
な
お
、
句
讀
點
は
筆
者
が

追
記
し
た
。

我
弟
子
某甲

至
心
發
願
、
願
臨
命
終
神
不
亂
、
正
念
徃
生
安
樂
國
、

面
奉
彌
陀
値
衆
圣
、
修
行
十
地
證
常
樂
、
發
願
已
禮
三
寶
。

（
中
略
）

前
發
願
中
有
本
云
、
願
正
念
徃
生
安
樂
國
、
面
奉
彌
陀
値
衆
圣

云
々
。

發
願
段
の
文
句
は
、
先
に
み
た
法
華
懺
法
の
次
第
本
な
ど
と
同
じ
く

極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發
願
に
な
っ
て
い
る
が
、
註
目
す
べ
き
は
中
略
以

降
の
記
述
で
あ
る
。
中
略
以
降
は
卷
末
に
示
さ
れ
た
異
本
（「
有
本
」）

の
情
報
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
記
載
の
仕
方
は
先
に
示
し
た
『
魚
山
叢

書
』
所
收
の
『
法
華
三
昧
行
法
』
と
同
樣
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
版
本
と
『
魚
山
叢
書
』
所
收
の
『
法
華
三
昧
行
法
』
は
同
系
統
の
本

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、『
魚
山
叢
書
』
所
收
の
『
法
華
三
昧
行
法
』
が
、
本
文
で

兜
率
天
へ
の
徃
生
發
願
を
示
し
、
卷
末
の
異
本
情
報
で
は
極
樂
淨
土
へ

の
徃
生
發
願
を
示
し
て
い
た
の
に
對
し
、
こ
の
版
本
で
は
、
本
文
も
異

本
情
報
も
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發
願
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
異
本

の
情
報
が
本
文
の
補
足
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
版
本
の
底
本
の
段
階
で
變
更
が
加
え
ら
れ
て
い
た
か
、
も
し
く
は

版
本
制
作
時
に
變
更
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
殘
念
な

が
ら
版
本
に
は
底
本
の
情
報
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
詳
細
を

窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
魚
山
叢
書
』
所
收
の
『
法
華
三
昧

行
法
』
と
同
系
統
の
本
と
い
う
點
で
は
重
要
で
あ
る
。

さ
て
、『
魚
山
叢
書
』
所
收
の
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
記
述
か
ら
、
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『
法
華
三
昧
行
法
』
の
發
願
段
の
原
型
が
兜
率
天
へ
の
徃
生
發
願
で
あ

っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
が
、『
魚
山
叢
書
』
所
收
本
の
卷
末
に
は
極

樂
淨
土
へ
の
徃
生
發
願
が
記
さ
れ
た
異
本
の
存
在
も
示
さ
れ
て
い
る
た

め
、
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發
願
を
示
す
發
願
段
が
別
に
存
在
し
、
そ
れ

が
原
型
で
あ
っ
た
可
能
性
も
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
こ
で
以
下

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
硏
究
で
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
い
な
い
法
華
懺
法
の

註
釋
書
に
註
目
し
た
い（

（1
（

。

法
華
懺
法
の
註
釋
書
は
室
町
期
頃
か
ら
確
認
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
飜

刻
が
『
天
台
宗
全
書
』
卷
一
一
に
收
め
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
飜
刻
さ
れ
た
註

釋
書
を
み
る
と
、
す
べ
て
の
註
釋
書
で
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發
願
に
註

が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、『
法
華
懺
法
私
』
と
い
う
文
獻
に
の
み
徃
生

發
願
に
關
す
る
興
味
深
い
記
述
が
み
え
る
。
以
下
は
『
法
華
懺
法
私
』

で
發
願
段
を
註
釋
し
て
い
る
箇
所
の
一
部
で
あ
る
。

尋
テ
云
、
弘
一
ニ
天
台
ノ
事
ヲ
釋
ス
ル
ニ
、
生
存
常
ニ
願
ヒレ
生
ル二
ヲ
都
卒
ニ一
、

臨
終
ニ
乃
チ
云
フ二
觀
音
來
迎
ト一
文
。
今
ノ
發
願
段
ニ
ハ
、
正
念
徃
生
安
樂

國
文
、
彼
釋
ニ
ハ
相
違
セ
リ
。
如
何
ト
云
ニ
、
都
率
・
安
養
ハ
只
一
所

也
。
所
以
ニ
一
念
三
千
ノ
內
證
開
ケ
ヌ
レ
ハ
、
法
界
一
念
也
。
仍
テ

安
養
・
知
足
モ
一
心
ノ
內
ノ
莊
嚴
也
。
但
シ
此
釋
ノ
事
、
生
存
ト
者
因

也
。
臨
終
ハ
果
ニ
當
ル
也
。
サ
レ
ハ
一
念
ノ
內
ノ
安
養
・
知
足
ナ
レ
ト

モ
生
存
ノ
時
ハ
、
表
シレ
因
ヲ
願
ヒ二
因
位
ノ
彌
勒
ヲ一
、
臨
終
ノ
時
ハ
表
スレ
果
。

願
フ二
果
位
ノ
彌
陀
ノ
淨
土
ヲ一
也
。
但
シ
安
養
・
都
率
一
心
ノ
內
ノ
淨
土

ナ
レ
ト
モ
、
何
ナ
ル
時
云
ヒ二
知
足
ト一
、
何
ナ
ル
日
ハ
云
フ二
安
養
ト一
故
ハ
尙
殘

レ
リ
。
而
ニ
圓
頓
行
者
三
千
觀
ノ
前
ニ
モ
、
斷
惑
證
理
ノ
一
面
ヲ
沙
汰
ス
ル

時
ハ
、
轉
シ二
テ
六
識
ヲ一
成
ス二
ル
妙
觀
察
智
ヲ一
形
有
リ
。
三
觀
圓
明
ノ
觀
カ
斷

ス二
ト
三
惑
ヲ一
云
ヘ
ル
安
養
徃
詣
也
。
又
中
衟
ノ
修
行
ト
云
ヘ
ル
ハ
、
佛

ハ
好
ミ二
中
衟
ヲ一
、
欲
界
ノ
中
天
ニ
居
ル
義
也
。
サ
レ
ハ
都
率
ト
云
時
ハ
、

不
レ
向
ハ二
斷
惑
ニ一
。
惑
卽
法
界
ノ
義
也
。
所
以
ニ
都
率
ハ
欲
界
ノ
天
也
。

サ
レ
ハ
中
古
ノ
明
匠
ハ
都
率
天
ヲ
ハ
名
二
欲
卽
法
界
ノ
衟
場
ト一
云
ヘ
リ
。

（
中
略
）

一
。
報
恩
坊
永
成
ノ
義
ニ
云
、
生
存
ノ
時
願
ト二
知
足
一
云
フ
證
據
ハ
、
誠

ニ
不
審
也
。
但
學
者
存
ス
ル
事
ア
リ
。
前
唐
院
經
藏
ノ
四
悔
ノ
中
ノ
發

願
ニ
ハ
、
面
奉
彌
勒
文
、
正
念
徃
生
安
樂
國
ハ
、
正
念
徃
生
都
率
ト
云

文
。
是
ハ
天
台
自
筆
ノ
本
也
。
仍
テレ
之
ニ
爲
二
證
據
ト一
也
。
但
シ
難
シレ
テ
之

ヲ
懺
法
ハ
南
獄
ノ
御
作
也
。
非
ス二
天
台
ノ
御
誓
願
ノ
證
ニ一
云
々
。
會
スレ
之
ヲ
。

總
シ
テ
懺
法
ハ
南
岳
ノ
作
、
天
台
ノ
作
異
義
也
。
如
シレ
上
ノ
。
縱
ヒ
南
獄

ノ
釋
也
ト
云
ヘ
ト
モ
、
發
願
ノ
段
計
リ
天
台
ノ
御
釋
也
ト
傳
ル
也
云
々
。

但
此
一
段
天
台
ノ
御
釋
也
ト
云
證
據
未
レ
勘
ヘ
、
可
レ
尋
ヌレ
之
ヲ
。（

（1
（

『
法
華
懺
法
私
』
は
西
敎
寺
正
敎
藏
所
藏
の
寫
本
で
、
奧
書
に
承
應
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元
年
（
一
六
五
二
年
）
と
あ
る
も
の
の
、
著
者
や
底
本
な
ど
の
詳
細
は

不
明
で
あ
る（

（1
（

。
假
に
底
本
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
文
中
に
登
場
す
る
人
物

名
か
ら
、
鎌
倉
中
期
以
降
に
著
さ
れ
た
文
獻
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
引
用
し
た
箇
所
を
み
る
と
、
冐
頭
に
「
尋
云
」
と
あ
っ
て
、
湛
然

の
『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』
の
記
述
と
法
華
懺
法
の
發
願
段
に
示
さ
れ
る

記
述
の
差
異
を
問
題
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』

卷
一
之
一
に
あ
る
「
大
師
生
存
常
願
レ
生
二
兜
率
一。
臨
終
乃
云
二
觀
音
來

迎
一。」（

（1
（

と
い
う
記
述
に
よ
っ
て
、
智
顗
は
生
前
兜
率
天
へ
生
ま
れ
る
こ

と
を
願
い
、
臨
終
に
は
觀
音
が
來
迎
し
て
い
る
が
、
法
華
懺
法
で
は
極

樂
淨
土
へ
の
發
願
だ
け
が
示
さ
れ
て
い
る
、
と
問
い
を
立
て
て
い
る
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
對
す
る
「
如
何
云
」
以
下
の
囘
答
を
み
る

と
、
都
卒
と
安
養
、
す
な
わ
ち
兜
率
天
と
極
樂
淨
土
は
た
だ
一
所
で
あ

っ
て
、
一
念
三
千
の
內
證
が
開
い
た
な
ら
ば
法
界
は
た
だ
一
念
で
、
極

樂
淨
土
も
兜
率
天
も
一
心
の
內
に
あ
る
、
と
い
っ
た
若
干
論
點
を
ず
ら

し
た
よ
う
な
內
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
中
略
以
降
を
見
る
と
「
報
恩
坊
永
成
義
」
と
し
て
、
發
願

段
の
原
型
に
關
す
る
興
味
深
い
記
述
が
み
え
る
。
す
な
わ
ち
、
學
者
の

存
す
る
事
と
し
て
、
前
唐
院
の
經
藏
に
は
四
悔
の
發
願
が
「
面
奉
彌

勒
」
と
「
正
念
徃
生
都
率
」
に
な
っ
て
い
る
本
が
あ
り
、
こ
れ
が
「
天

台
自
筆
本
」、
つ
ま
り
、
智
顗
の
自
筆
本
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、『
法
華
懺
法
私
』
に
は
、
こ
の
箇
所
以
外
に
も
前
唐

院
の
本
に
つ
い
て
言
乁
す
る
箇
所
が
あ
り（
（1
（

、
そ
の
言
乁
が
現
存
す
る

『
法
華
三
昧
行
法
』
の
內
容
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
の

「
前
唐
院
經
藏
四
悔
中
發
願
」
も
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
發
願
段
を
指

し
て
い
る
と
い
え
る
。「
前
唐
院
」
と
い
っ
た
場
合
、
通
常
は
慈
覺
大

師
圓
仁
の
住
坊
や
圓
仁
自
身
を
指
す
語
で
あ
る
た
め
、『
法
華
懺
法
私
』

の
「
前
唐
院
」
も
そ
の
意
味
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
圓
仁
の
住
坊
に
あ
っ

た
經
藏
に
は
兜
率
天
へ
の
徃
生
發
願
を
示
し
た
『
法
華
三
昧
行
法
』
が

藏
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
報
恩
坊
永
成
」
と
い

う
人
物
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
そ
の
眞
僞
を
確
か
め
る
こ
と
は

難
し
く
、
ま
た
、
管
見
の
限
り
、
比
叡
山
や
叡
山
文
庫
に
は
『
法
華
三

昧
行
法
』
の
寫
本
が
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
前
唐
院
本
の
內
容
も
確

認
で
き
な
い
。
し
か
し
、『
慈
覺
大
師
傳
』
に
よ
れ
ば
、
法
華
懺
法
を

日
本
へ
「
改
傳
」
し
た
の
は
圓
仁
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の

說
に
は
一
定
の
說
得
力
も
あ
る（

（2
（

。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
の
記
述
が
正
し
け

れ
ば
、
發
願
段
の
原
型
は
兜
率
天
へ
の
徃
生
發
願
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
『
法
華
三
昧
行
法
』
は
、『
法
華
經
』
普
賢
菩
薩

勸
發
品
と
『
觀
普
賢
菩
薩
行
法
經
』
を
典
據
と
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
記
述
か
ら
も
徃
生
思
想
を
檢
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。『
法
華
經
』
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普
賢
菩
薩
勸
發
品
で
は
、
釋
迦
滅
後
の
『
法
華
經
』
の
行
者
を
普
賢
菩

薩
が
守
護
す
る
こ
と
を
誓
い
、
受
持
・
讀
誦
・
解
說
す
る
者
の
功
德
と

し
て
「
若
有
レ
人
受
持
・
讀
誦
解
二
其
義
趣
一、
是
人
命
終
、
爲
千
佛
授
レ

手
、
令
レ
不
二
恐
怖
一
不
レ
墮
二
惡
趣
一。
卽
徃
二
兜
率
天
上
彌
勒
菩
薩
所
一。」（

（2
（

と
、
兜
率
天
へ
徃
生
で
き
る
こ
と
が
說
か
れ
て
い
る
。『
觀
普
賢
菩
薩

行
法
經
』
に
は
徃
生
に
關
す
る
記
述
は
な
い
が
、
同
經
も
『
法
華
經
』

普
賢
菩
薩
勸
發
品
と
同
樣
に
釋
迦
滅
後
の
行
法
が
說
か
れ
て
い
る
た

め
、
兩
經
の
關
係
は
深
い
。
週
知
の
通
り
、『
法
華
經
』
に
は
阿
彌
陀

佛
が
說
か
れ
る
場
面
も
あ
る
が（

（2
（

、
そ
れ
が
直
ち
に
『
法
華
經
』
全
體
の

徃
生
思
想
と
結
び
付
く
と
は
言
え
ず
、『
法
華
三
昧
行
法
』
が
典
據
と

す
る
『
法
華
經
』
普
賢
菩
薩
勸
發
品
と
『
觀
普
賢
菩
薩
行
法
經
』
の
記

述
を
み
る
と
、
初
期
の
發
願
段
は
兜
率
天
へ
の
徃
生
思
想
で
あ
っ
た
と

考
え
る
の
が
穩
當
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、『
法
華
三
昧
行
法
』
の
發
願
段
の
原
型
が
兜
率
天
へ
の
徃
生

發
願
を
示
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
が
、
原
型
が
兜
率
天
へ
の
徃

生
發
願
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、『
法
華
三
昧
行
法
』
か
ら
法
華
懺
法
が

成
立
す
る
過
程
で
、
發
願
段
が
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發
願
へ
と
確
立
し

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
發
願
段
の
文
句
が
ど

の
よ
う
に
し
て
確
立
し
た
の
か
を
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
資
料
的

な
制
約
も
あ
り
、『
法
華
三
昧
行
法
』
や
法
華
懺
法
の
次
第
本
か
ら
は

明
確
な
轉
換
點
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
日
本
に
お
け

る
彌
勒
信
仰
と
彌
陀
信
仰
の
思
想
的
な
交
涉
と
い
う
點
に
註
目
す
れ

ば
、
奈
良
期
か
ら
平
安
期
に
か
け
て
、
彌
勒
信
仰
が
優
位
な
狀
態
か
ら

彌
陀
信
仰
が
優
位
な
狀
態
へ
と
徐
々
に
變
化
し
て
い
く
流
れ
が
、
法
華

懺
法
の
次
第
確
立
に
も
影
响
を
與
え
て
い
る
こ
と
は
當
然
考
え
ら
よ

う
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
さ
ら
に
檢
討
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
が
、
本

稿
で
は
以
下
に
、
法
華
懺
法
と
い
う
儀
禮
が
平
安
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か

け
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
擔
っ
た
の
か
と
い
う
點
に
註
目
し
、
次
第
が

確
立
し
て
い
く
背
景
を
考
察
し
て
み
た
い
。

四　

法
華
懺
法
の
儀
禮
と
し
て
の
役
割
と

　
　
　
　

次
第
確
立
の
關
係

『
法
華
三
昧
行
法
』
を
日
本
へ
將
來
し
た
の
は
鑑
眞
（
六
八
八
―
七
六

三
）
や
最
澄
（
七
六
六
、
一
說
七
六
七
―
八
二
二
）
で
あ
り
、
同
書
を
行

法
で
は
な
く
儀
禮
と
し
て
最
初
に
行
っ
た
の
は
最
澄
で
あ
る
と
思
わ
れ

る（
（2
（

。『
三
寶
繪
』
卷
下
の
「
比
叡
の
懺
法
」
に
は
、「
弘
仁
三
年
七
月
ニ

法
華
堂
ヲ
造
テ
、
大
乘
ヲ
ヨ
マ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
ヨ
ル
ヒ
ル
タ
ゝ
ズ
。（
中

略
）
春
夏
秋
鼕
ノ
ハ
ジ
メ
ノ
月
ニ
イ
タ
ル
ゴ
ト
ニ
、
十
二
人
ノ
堂
僧
ヲ

モ
チ
テ
、
三
七
日
ノ
懺
法
ヲ
ゝ
コ
ナ
ハ
シ
ム
。」（

（2
（

と
あ
る
。
こ
の
懺
法

の
詳
細
は
定
か
で
は
な
い
が
、「
十
二
人
ノ
堂
僧
」
と
あ
る
た
め
、
恐
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ら
く
複
數
名
で
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
讀
誦
や
懺
悔
を
行
う
儀
禮
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う（

（2
（

。
ま
た
、
最
澄
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
こ
の
懺
法
を

行
わ
せ
た
の
か
も
定
か
で
は
な
い
が
、『
法
華
經
』
が
護
國
三
部
經
の

一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
懺
悔
に
よ
る
鎭
護
國
家
を
目
的
と

し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
儀
禮
化
は
最
澄
に
よ
っ
て
始
ま

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
平
安
中
期
以
降
に
な
る
と
、
法
華
懺
法
は
儀
禮

と
し
て
特
別
な
役
割
を
擔
う
よ
う
に
な
る
。

例
え
ば
、『
慈
惠
大
僧
正
御
遺
吿
』
に
は
、「
卌
九
日
閒
念
佛
追
誦

事
。
法
華
堂
十
二
僧
。
於
二
御
堂
一
三
時
可
レ
修
二
懺
法
一。
常
行
堂
十
四

僧
。
於
二
御
堂
一
三
時
可
レ
行
二
念
佛
一。」（

（2
（

と
あ
っ
て
、
良
源
（
九
一
二
―

九
八
五
）
の
沒
後
四
十
九
日
の
供
養
と
し
て
、
法
華
堂
で
の
懺
法
と
常

行
堂
で
の
念
佛
が
遺
言
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
追
善
の
儀
禮
と
し
て

懺
法
が
修
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

ま
た
、『
御
堂
關
白
記
』
に
は
、
寬
弘
二
年
（
一
〇
〇
六
年
）
一
〇
月

一
九
日
に
籘
原
衟
長
（
九
六
六
―
一
〇
二
八
）
が
淨
妙
寺
の
三
昧
堂
で
催

し
た
法
會
の
記
錄
が
あ
り
、
そ
の
中
で
「
白
レ
佛
言
、
此
願
非
レ
爲
二
現

世
榮
燿
・
壽
命
福
祿
一。
只
座
此
山
先
考
・
先
妣
乁
昭
宣
公
・
諸
亡
靈
爲

二
無
上
菩
提
一。
從
レ
今
後
來
々
一
門
人
々
爲
レ
引
二
導
極
樂
一
也
。」（

（2
（

と
、

法
會
の
願
旨
が
先
祖
や
子
孫
の
無
上
菩
提
と
極
樂
徃
生
に
あ
っ
た
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
法
會
は
前
後
の
記
述
な
ど
か
ら
『
法
華

三
昧
行
法
』
に
依
っ
た
法
會
、
あ
る
い
は
法
華
懺
法
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
こ
こ
で
も
追
善
儀
禮
と
し
て
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
法
華
懺
法
を
用
い
た
追
善
儀
禮
の
營
爲
は
、
平
安
期
以
降

の
貴
族
の
日
記
に
も
度
々
み
る
こ
と
が
で
き
る（
（2
（

。

さ
ら
に
時
代
を
下
れ
ば
、
後
白
河
法
皇
（
一
一
二
七
―
一
一
九
二
）
の

『
梁
塵
祕
抄
口
傳
集
』
に
も
、
法
皇
が
今
樣
の
師
で
あ
っ
た
乙
前
の
追

善
を
祈
る
場
面
で
懺
法
を
修
し
た
記
憶
が
み
え
る
。
す
な
わ
ち
、『
梁

塵
祕
抄
口
傳
集
』
卷
一
〇
に
は
、「
朝
に
は
懺
法
を
誦
み
て
六
根
を
懺

悔
し
、
夕
に
は
阿
彌
陀
經
を
誦
み
て
西
方
の
九
品
徃
生
を
祈
る
事
、
五

十
日
懃
め
祈
り
き
。」
と
あ
っ
て
、
法
華
懺
法
と
彌
陀
念
佛
の
倂
修
に

よ
っ
て
乙
前
の
追
善
が
祈
願
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

こ
の
よ
う
に
、
法
華
懺
法
は
平
安
中
期
以
降
に
彌
陀
念
佛
と
倂
修
さ

れ
、
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
を
祈
願
す
る
儀
禮
と
し
て
、
ま
た
、
亡
者
の

追
善
の
儀
禮
と
し
て
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

（3
（

。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
頃
に
は
發
願
段
の
文
句
も
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發
願
が
主
流
に
な

っ
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
平

安
中
期
の
良
源
や
源
信
（
九
四
二
―
一
〇
一
七
）
に
よ
る
叡
山
淨
土
敎
の

發
展
も
當
然
影
响
し
て
い
る
で
あ
ろ
う（

（3
（

。

た
だ
し
、
平
安
中
期
頃
に
法
華
懺
法
の
發
願
段
が
完
全
に
確
立
し
た
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の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
鳥
羽
法
皇

（
一
一
〇
三
―
一
一
五
六
）
の
御
願
寺
で
あ
っ
た
安
樂
壽
院
の
塔
建
立
の

起
請
文
に
は
、「
建
二

–

立
寺
院
一
雖
レ
有
二
其
數
一、
本
御
塔
爲
二
最
尊
無
常

遷
化
之
一。
可
レ
籠
二
遺
身
於
塔
下
一
之
故
也
。
僧
侶
中
禪
衆
等
殊
可
レ
有
レ

哀
三

–

憐
至
二
于
慈
尊
三
會
之
曉
一。
永
可
レ
爲
二
善
知
識
一
矣
。」（

（3
（

と
あ
っ
て
、

鳥
羽
法
皇
の
た
め
に
法
華
三
昧
を
修
す
「
禪
衆
」
と
い
う
僧
侶
に
對

し
、「
慈
尊
三
會
之
曉
」
ま
で
善
知
識
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る（
（3
（

。
つ
ま
り
、
彌
勒
菩
薩
下
生
の
後
に
開
か
れ
る
龍
華
三
會
ま
で
禪
衆

に
善
知
識
と
な
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
修
さ

れ
て
い
た
法
華
懺
法
の
發
願
段
は
、
兜
率
天
へ
の
徃
生
を
發
願
す
る
文

句
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
平
安
末
期
に
も
兜
率
天
へ
の
徃

生
を
發
願
す
る
次
第
が
殘
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
よ
り
、
法
華
懺
法
が
追
善
儀
禮
と
し
て
認
識
さ
れ
、
彌
陀
念
佛

と
倂
修
さ
れ
る
こ
と
で
、
發
願
段
の
唱
句
も
極
樂
淨
土
が
優
勢
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
る
時
期
ま
で
は
兩
發
願
段
が
倂
存
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
鎌
倉
中
期
以
降
に

現
存
す
る
法
華
懺
法
の
次
第
本
は
發
願
段
が
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發
願

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
發
願
段
の
內
容
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に

か
け
て
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發
願
へ
と
確
立
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
現
存
す
る
法
華
懺
法
の
次
第
本
閒
で
は
唱
句
の
差
異
が

ほ
ぼ
な
い
た
め
、
法
華
懺
法
の
全
體
の
次
第
も
こ
の
時
期
に
確
立
し
た

可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

五　

結
語

本
稿
で
は
、『
法
華
三
昧
行
法
』
と
法
華
懺
法
に
み
え
る
彌
勒
・
彌

陀
信
仰
に
註
目
し
、
次
第
成
立
の
背
景
を
檢
討
し
た
。
法
華
懺
法
の
發

願
段
に
は
阿
彌
陀
佛
の
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發
願
が
示
さ
れ
る
が
、
古

本
と
さ
れ
る
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
發
願
段
に
は
、
彌
勒
菩
薩
の
兜
率

天
へ
の
徃
生
發
願
も
混
在
し
て
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
先
行

硏
究
で
は
、
混
在
し
た
狀
態
が
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
原
型
で
あ
る
と

す
る
解
釋
と
、
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發
願
を
示
す
も
の
が
原
型
と
す
る

解
釋
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
硏
究
で
註
目
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
寫
本
と
法
華
懺
法
の
註
釋
書

の
記
述
に
註
目
し
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
解
釋
を
提
示
し
た
。
す
な
わ

ち
、
兜
率
天
へ
の
徃
生
發
願
を
示
す
文
句
が
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
原

型
で
、
そ
こ
に
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
思
想
が
混
入
し
、
法
華
懺
法
の
次

第
に
お
い
て
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發
願
に
確
立
し
た
と
す
る
解
釋
で
あ

る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
現
存
す
る
鎌
倉
中
期
以
降
の
法
華
懺

法
の
次
第
本
は
、
發
願
段
が
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發
願
で
確
立
し
て
い

る
た
め
、
平
安
中
期
以
降
の
諸
文
獻
に
よ
っ
て
そ
の
背
景
を
檢
討
し
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た
。
そ
の
結
果
、
平
安
中
期
以
降
、
法
華
懺
法
が
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生

を
祈
願
す
る
儀
禮
と
し
て
、
ま
た
、
亡
者
へ
の
追
善
の
儀
禮
と
し
て
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
發
願
段
の
文
句
も
徐
々
に
確
立
し

て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
。
ま
た
、
鎌
倉
中
期
以
降
の
法

華
懺
法
の
次
第
本
閒
で
は
唱
句
の
差
異
が
ほ
ぼ
な
い
た
め
、
法
華
懺
法

の
次
第
全
體
も
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
確
立
し
た
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

法
華
懺
法
の
成
立
を
原
典
で
あ
る
『
法
華
三
昧
行
法
』
や
法
華
懺
法

か
ら
追
う
こ
と
に
は
資
料
的
な
限
界
が
あ
る
た
め
、
今
後
は
平
安
期
の

貴
族
の
佛
事
營
爲
や
天
皇
、
上
皇
の
佛
事
營
爲
な
ど
を
さ
ら
に
調
査

し
、
法
華
懺
法
が
儀
禮
と
し
て
成
立
し
營
ま
れ
て
い
く
過
程
を
追
究
し

て
い
き
た
い
。

［
付
記
］

　

法
華
懺
法
の
次
第
本
乁
び
『
法
華
三
昧
行
法
』
諸
本
の
閱
覽
・
撮
影
・
寫
眞

帳
複
寫
に
際
し
、
靑
蓮
院
門
跡
、
大
原
勝
林
院
、
谷
中
天
王
寺
、
金
澤
文
庫
、

天
台
宗
典
編
纂
所
の
關
係
者
樣
に
は
多
分
な
る
御
配
慮
と
御
協
力
を
賜
り
ま
し

た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
は
、
二
〇
二
一
年
度
早
稻
田
大
學
特
定
課
題
硏
究
助
成
費
︹
硏
究
基
盤

形
成
︺（2021C

︱676

）
に
よ
る
硏
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
［
註
］

（
１
）　

大
正
藏
卷
四
六
に
は
中
國
宋
代
の
遵
式
（
九
六
四
―
一
〇
三
二
）
が

校
訂
し
た
『
法
華
三
昧
懺
儀
』
が
あ
る
が
、
同
書
と
『
法
華
三
昧
行

法
』
を
法
華
懺
法
の
次
第
本
と
比
較
す
る
と
、
法
華
懺
法
の
次
第
本
は

『
法
華
三
昧
行
法
』
か
ら
文
句
を
寀
っ
て
唱
句
を
構
成
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
『
法
華
三
昧
懺
儀
』
と
の
比
較
は

行
わ
な
い
。

 

（
２
）　

法
華
懺
法
の
主
要
な
先
行
硏
究
に
は
、
佐
籘
哲
英
『
天
台
大
師
の

硏
究
―
智
顗
の
著
作
に
關
す
る
基
礎
的
硏
究
―
』
第
二
篇
第
三
章
「
法

華
三
昧
懺
儀
」（
百
華
苑
、
一
九
六
一
年
）、
鹽
入
良
衟
「
慈
覺
大
師
改

傳
・
相
傳
の
懺
法
に
つ
い
て
」（
同
『
中
國
佛
敎
に
お
け
る
懺
法
の
成

立
』
所
收
、
大
正
大
學
天
台
學
硏
究
室
、
二
〇
〇
七
年
）、
大
內
典
「
觀

行
と
し
て
の
聲
明
―
法
華
懺
法
に
み
る
そ
の
美
的
表
現
力
と
權
能
―
」

（
同
『
佛
敎
聲
の
技
―
悟
り
の
身
體
性
―
』
所
收
、
法
藏
館
、
二
〇
一

六
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
法
華
懺
法
を
含
む
天
台
聲
明
の
硏
究
に
關
し

て
は
、
天
納
傳
中
氏
に
多
く
の
論
攷
が
あ
り
、
そ
の
成
果
は
『
天
台
聲

明
―
天
納
傳
中
著
作
集
―
』（
法
藏
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
收
め
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、『
法
華
三
昧
行
法
』
か
ら
法
華
懺
法
が
成
立
し
た

過
程
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
不
明
な
點
が
多
く
殘
っ
て
い
る
。

（
３
）　

如
法
懺
法
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
如
法
懺
法
に
つ
い
て
」（『
天
台
學

報
』
六
三
、
二
〇
二
一
年
）
を
參
照
。
拙
稿
で
は
、
現
存
す
る
法
華
懺

法
の
次
第
本
（
鎌
倉
中
期
）
以
前
の
次
第
や
法
華
懺
法
の
實
修
を
檢
討

す
る
た
め
、
平
安
末
期
以
降
に
流
行
し
た
如
法
經
寫
經
會
で
修
さ
れ
て



東
洋
の
思
想
と
宗
敎
　
第
三
十
九
號

（ 52 ）

い
た
懺
法
に
註
目
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
懺
法
が
大
原
來
迎
院
で
修
さ

れ
て
い
た
如
法
懺
法
で
あ
り
、
法
華
懺
法
の
前
段
階
に
あ
た
る
懺
法
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
成
立
に
良
忍
が
深
く
關
與
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。

（
４
）　
『
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
目
錄
』
に
よ
れ
ば
、
法
華
懺
法
の
次
第

本
の
古
本
は
靑
蓮
院
門
跡
吉
水
藏
所
藏
本
で
あ
る
が
、
同
次
第
本
に
は

書
寫
さ
れ
た
年
數
の
記
載
が
な
い
。『
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
目
錄
』

卷
下
で
は
、
そ
の
書
寫
年
代
を
鎌
倉
時
代
（
八
九
六
頁
中
）、『
靑
蓮
院

門
跡
吉
水
藏
圣
敎
目
錄
』（
吉
水
藏
圣
敎
調
査
團
、
一
九
九
九
年
）
で

は
鎌
倉
時
代
中
期
（
五
一
三
頁
上
）
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
日

本
天
台
宗
で
日
常
懃
行
に
用
い
ら
れ
て
い
る
『
台
宗
課
誦
』（
芝
金
聲

堂
、
一
九
九
九
年
）
所
收
の
法
華
懺
法
や
、
大
正
藏
卷
七
七
所
收
の
法

華
懺
法
（
妙
法
院
藏
版
本
）
の
發
願
段
も
同
樣
の
唱
句
で
あ
る
。

（
５
）　

稱
名
寺
所
藏
の
寫
本
に
つ
い
て
は
、『
金
澤
文
庫
資
料
全
書
』
佛
典

第
三
卷
、
天
台
篇
１
（
神
奈
川
縣
立
金
澤
文
庫
、
一
九
七
九
年
）
の
飜

刻
、
乁
び
解
說
を
參
照
。
前
揭
註
（
２
）
の
佐
籘
氏
論
攷
で
は
稱
名
寺

所
藏
の
弘
安
九
年
寫
本
を
古
本
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
他
に
日
光

天
海
藏
に
永
正
一
四
年
（
一
五
一
七
年
）
と
奧
書
の
あ
る
寫
本
が
現
存

し
て
い
る
。
同
本
の
情
報
は
、『
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
目
錄
』
卷

下
（
八
九
五
頁
中
）
に
記
載
が
あ
る
。
發
願
段
の
文
句
は
、
靑
蓮
院
門

跡
吉
水
藏
所
藏
の
法
華
懺
法
や
日
本
天
台
宗
で
日
常
懃
行
に
用
い
ら
れ

て
い
る
法
華
懺
法
と
同
文
で
、
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發
願
の
み
が
示
さ

れ
て
い
る
。
稱
名
寺
所
藏
の
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
年
）
寫
本
や
文
保

元
年
（
一
三
一
七
年
）
寫
本
と
比
較
す
る
と
時
代
は
相
當
下
る
が
、
稱

名
寺
所
藏
の
兩
寫
本
は
兜
率
天
と
極
樂
淨
土
の
兩
徃
生
思
想
を
混
在
し

て
示
し
て
い
る
た
め
、
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發
願
の
み
を
示
し
た
『
法

華
三
昧
行
法
』
の
寫
本
と
い
う
點
で
は
、
日
光
天
海
藏
の
永
正
一
四
年

寫
本
が
古
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
同
寫
本
は
天
台
宗
典
編
纂

所
收
集
の
資
料
に
依
っ
た
。

（
６
）　

ち
な
み
に
、
前
揭
註
（
１
）
で
述
べ
た
遵
式
校
訂
の
『
法
華
三
昧
懺

儀
』
の
發
願
段
は
、「
我
比
丘
某
甲
至
心
發
願
、
願
命
終
時
神
不
亂
、

正
念
直
徃
生
安
養
、
面
奉
彌
陀
値
衆
圣
、
修
行
十
地
勝
常
樂
。」（
大
正

四
六
・
九
五
三
頁
中
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
前
述
の
通
り
、
法
華
懺
法

は
同
書
で
は
な
く
『
法
華
三
昧
行
法
』
か
ら
文
句
を
寀
っ
て
唱
句
を
構

成
し
て
い
る
た
め
、
稱
名
寺
所
藏
の
寫
本
や
法
華
懺
法
の
次
第
が
『
法

華
三
昧
懺
儀
』
か
ら
影
响
を
受
け
た
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。

（
７
）　

前
揭
註
（
５
）
の
『
金
澤
文
庫
資
料
全
書
』
の
解
說
を
參
照
。
多
田

氏
は
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
記
述
を
も
と
に
、
發
願
段
は
「
各
行
者
の

心
に
隨
っ
て
立
願
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
お
り
、
金
澤
文
庫
本
は
そ
れ

に
添
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
つ
つ
、「
智
顗
の
入
寂
直
前
の
用

心
に
つ
い
て
傳
え
る
こ
と
か
ら
推
論
す
れ
ば
、「
昇
生
上
兜
率
」
の
一

句
を
加
え
た
金
澤
文
庫
本
が
、
原
書
型
體
に
添
う
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。」（
二
二
四
頁
）
と
考
察
し
て
い
る
。

（
８
）　

前
揭
註
（
２
）
の
佐
籘
氏
論
攷
を
參
照
。
佐
籘
氏
は
兜
率
天
と
極
樂

淨
土
の
兩
徃
生
思
想
を
そ
れ
ぞ
れ
に
示
す
『
法
華
三
昧
行
法
』
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、「
法
華
經
中
に
本
來
存
す
る
彌
陀
信
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仰
が
、
流
れ
來
た
っ
て
智
顗
に
よ
っ
て
か
か
る
發
願
文
に
な
」（
一
四

九
頁
）
っ
た
と
、
智
顗
が
『
法
華
三
昧
行
法
』
を
作
っ
た
時
點
で
發
願

段
は
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
發
願
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

（
９
）　
『
魚
山
叢
書
』
所
收
の
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
閱
覽
に
は
、
東
京
大

學
史
料
編
纂
所
所
有
の
寫
眞
帳
を
利
用
し
た
。

（
10
）　

傍
註
の
「
徃
生
」「
安
樂
」「
國
」
の
下
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
く

「
イ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
傍
註
の
字
體
は
本
文
の
字
體
と
同

樣
の
た
め
、
恐
ら
く
書
寫
し
た
人
物
が
異
本
の
情
報
を
書
き
入
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

（
11
）　
『
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
目
錄
』
卷
下
・
八
九
五
頁
中
に
は
、『
魚

山
叢
書
』
耳
筥
五
所
收
の
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
奧
書
と
し
て
「
文
安

二
年
（1445

）
九
月
十
六
日
一
校
了　

行
圓
」
と
あ
る
。

（
12
）　

さ
ら
に
「
久
安
二
年
」
の
傍
註
と
し
て
右
に
「
近
衞
帝
」、
左
に
「
皇

紀
一
八
〇
六
年
（
良
忍
滅
後
十
五
年
）」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
傍

註
が
底
本
の
時
點
か
ら
あ
っ
た
も
の
か
、
叢
書
編
纂
時
や
後
世
に
追
記

さ
れ
た
も
の
か
は
定
か
で
な
い
。

（
13
）　
『
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
目
錄
』
索
引
增
補
、
一
三
七
頁
下
參
照
。

版
本
の
冐
頭
に
は
「
天
王
寺
福
田
藏
」
の
印
の
他
に
「
寶
積
第
九
世

藏
」
と
い
う
印
も
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
恐
ら
く
天
王

寺
福
田
藏
に
所
藏
さ
れ
る
前
の
所
藏
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み

に
、
前
揭
註
（
２
）
の
鹽
入
氏
論
攷
（
七
九
六
頁
）
で
は
、「
北
谷
敎

王
房
藏
寬
永
廿
一
年
版
本
」
と
い
う
版
本
に
言
乁
が
あ
る
も
の
の
、
所

藏
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。『
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合

目
錄
』
卷
下
に
は
、「
寬
永
廿
一
年
刋
」（
八
九
五
頁
）
の
版
本
の
情
報

が
い
く
つ
か
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
恐
ら
く
こ
れ
ら
は
全
て
同
じ
版
本

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
叡
山
文
庫
な
ど
で
調
査
を
進
め
て

い
く
豫
定
で
あ
る
。

（
14
）　

法
華
懺
法
の
先
行
硏
究
に
お
い
て
註
釋
書
类
の
記
述
に
特
に
註
目
し

た
の
は
、
前
揭
註
（
２
）
の
大
內
氏
論
攷
で
あ
る
。
大
內
氏
は
、
法
華

懺
法
に
お
い
て
『
法
華
三
昧
行
法
』
か
ら
坐
禪
が
省
か
れ
、
六
根
懺
悔

と
『
法
華
經
』
安
樂
行
品
の
讀
誦
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
點
に
註
目

し
、
そ
れ
ら
が
後
世
の
日
本
天
台
で
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の

か
を
註
釋
書
类
を
用
い
て
論
じ
て
い
る
。

（
15
）　
『
天
台
宗
全
書
』
卷
一
一
（
第
一
書
房
、
一
九
七
四
年
）
に
は
一
四

九
二
年
か
ら
一
八
三
五
年
の
閒
に
著
さ
れ
た
法
華
懺
法
の
註
釋
書
七
點

が
收
錄
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）　

天
全
一
一
・
一
六
八
頁
上
下
。

（
17
）　
『
正
續
天
台
宗
全
書
目
錄
解
題
』
八
一
頁
上
～
八
二
頁
上
參
照
。

（
18
）　

大
正
四
六
・
一
四
八
頁
中
下
。

（
19
）　
『
法
華
懺
法
私
』
卷
上
（
天
全
一
一
・
一
〇
六
頁
下
）
に
は
「
一
。

供
養
文
下
、
是
諸
衆
等
、
人
各
䠒
跪
。
此
二
句
、
前
唐
院
御
本
無
レ

之
。」
と
あ
り
、
法
華
懺
法
の
次
第
中
、
供
養
文
に
あ
る
「
是
諸
衆
等
、

人
各
䠒
跪
」
と
い
う
語
が
「
前
唐
院
本
」
に
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
供
養
文
の
文
句
は
法
華
懺
法
の
次
第
本
に
あ
る
文
句

で
、『
法
華
三
昧
行
法
』
に
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
前

唐
院
本
」
と
は
『
法
華
三
昧
行
法
』
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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ち
な
み
に
、
管
見
の
限
り
、「
是
諸
衆
等
、
人
各
䠒
跪
」
の
句
は
知
昇

『
集
諸
經
禮
懺
儀
』
卷
上
（
大
正
四
七
・
四
五
六
頁
中
）
に
し
か
な
い

た
め
、「
供
養
文
」
は
同
書
を
參
照
し
て
作
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
大
正
藏
所
收
の
『
集
諸
經
禮
懺
儀
』
の
註
に
は
「
人

各
䠒
跪
」
の
「
人
」
を
「
各
」
と
す
る
異
本
も
あ
る
と
さ
れ
、
こ
の
異

同
は
『
國
淸
百
錄
』（
大
正
四
六
・
七
九
五
頁
下
～
七
九
六
頁
上
）
所

載
の
「
請
觀
世
音
懺
法
」
や
「
金
光
明
懺
法
」
に
出
る
「
是
諸
衆
等
、

各
各
互
跪
」
に
若
干
通
じ
て
い
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
前
揭
註

（
２
）
の
鹽
入
氏
論
攷
で
も
敦
煌
文
獻
な
ど
を
用
い
た
考
察
が
な
さ
れ

て
い
る
。

（
20
）　
『
慈
覺
大
師
傳
』（
續
天
全
、
史
傳
２
・
六
七
頁
上
）
に
は
、「
大
師

（
圓
仁
）
於
レ
是
改
二

–

傳
法
華
懺
法
一。
先
師
（
最
澄
）
昔
傳
二
其
大
綱
一、
大

師
（
圓
仁
）
今
弘
二
此
精
要
一。（
括
弧
は
筆
者
追
記
）」
と
あ
り
、
最
澄
の

弟
子
で
あ
る
圓
仁
が
入
唐
に
よ
り
法
華
懺
法
を
「
改
傳
」
し
た
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
法
華
懺
法
が
現
行
の
法
華
懺
法
と
同
樣
で

あ
る
か
は
定
か
で
な
い
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、『
慈
覺
大
師
傳
』
の

記
述
も
含
め
て
今
後
檢
討
す
る
豫
定
で
あ
る
。

（
21
）　

大
正
九
・
六
一
頁
下
。

（
22
）　
『
法
華
經
』
藥
王
菩
薩
本
事
品
に
は
、「
若
有
二
女
人
一、
聞
二
是
經
典

一
如
レ
說
修
行
、
於
二
此
命
終
一、
卽
徃
二
安
樂
世
界
阿
彌
陀
佛
、
大
菩
薩

衆
圍
繞
住
處
一、
生
二
蓮
華
中
寶
座
之
上
一。」（
大
正
九
・
五
四
頁
中
下
）

と
、
女
人
の
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
が
說
か
れ
て
い
る
。

（
23
）　
『
唐
大
和
上
東
征
傳
』
に
は
「
行
法
花
懺
法
一
卷
」（『
群
書
类
從
』

第
五
輯
、
五
三
九
頁
上
）
と
あ
り
、
最
澄
の
將
來
目
錄
で
あ
る
『
台
州

錄
』
に
は
「
妙
法
蓮
華
經
懺
法
一
卷 

或昧
名行
三法 

智師
者
大出　

一
十
八
紙
」（
大
正

五
五
・
一
〇
五
五
頁
中
）
と
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
、
最
澄
よ
り
前
に

法
華
懺
法
や
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
行
法
が
行
わ
れ
た
記
錄
は
確
認
で

き
な
い
。

（
24
）　
『
新
日
本
古
典
文
學
大
系
』
三
一
・
一
四
三
頁
～
一
四
五
頁
。

（
25
）　

こ
の
懺
法
は
後
に
「
四
季
懺
法
」
と
稱
さ
れ
、
行
儀
と
し
て
定
着
し

て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
本
朝
文
粹
』
卷
一
二
所
收
の
具

平

王
（
九
六
四
―
一
〇
〇
九
）
作
『
普
賢
菩
薩
讚
幷
序
』
に
は
「
就

中
建
二

–

立
普
賢
衟
場
一、
懃
二

–

修
法
華
三
昧
一
之
輩
、
不
レ
可
二
勝
計
一。
十
餘

年
來
、
畿
內
畿
外
、
或
年
之
二
季
四
季
、
修
二

–

習
普
賢
行
一、
演
二
說
一
乘

經
一。」
と
あ
り
、
法
華
懺
法
と
『
華
嚴
經
』
の
普
賢
菩
薩
を
對
𧰼
と
し

た
「
普
賢
講
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

史
實
と
は
言
え
な
い
が
、
長
久
年
閒
（
一
〇
四
〇
―
一
〇
四
四
）
成
立

の
鎭
源
撰
『
法
華
驗
記
』
卷
中
五
五
「
愛
太
子
山
朝
日
法
秀
法
師
傳
」、

卷
下
八
二
「
多
武
峰
增
賀
上
人
」
に
も
四
季
懺
法
を
行
っ
た
行
者
の
記

述
が
み
え
る
。

（
26
）　
『
群
書
类
從
』
第
二
四
輯
・
六
四
六
頁
。

（
27
）　

た
だ
し
、
こ
こ
で
の
懺
法
が
鎌
倉
中
期
以
降
に
次
第
本
が
殘
る
法
華

懺
法
と
同
樣
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
。

（
28
）　
『
御
堂
關
白
記
』
寬
弘
二
年
一
〇
月
一
九
日
條
を
參
照
。
ち
な
み
に
、

こ
の
時
に
行
わ
れ
た
法
會
が
現
行
の
よ
う
な
法
華
懺
法
で
あ
っ
た
か
は

定
か
で
な
い
が
、
引
用
箇
所
の
前
に
出
仕
僧
の
名
と
配
役
が
示
さ
れ
、
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配
役
と
し
て
「
散
華
」「
引
導
」「
讚
衆
」
な
ど
が
あ
る
點
は
註
目
に
値

す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
は
奈
良
期
か
ら
日
本
で
行
わ
れ
て
い
た
と

さ
れ
る
四
箇
法
要
（「
唄
匿
」「
散
華
」「

音
」「
錫
杖
」）
を
連
想
さ

せ
る
配
役
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
こ
の

法
會
の
場
で
四
箇
法
要
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
週

知
の
通
り
、
四
箇
法
要
は
論
義
法
要
の
前
な
ど
に
行
わ
れ
る
た
め
、
こ

こ
で
も
四
箇
法
要
の
後
に
法
華
懺
法
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
法
華
懺
法
の
次
第
本
に
は
、『
法
華
三
昧
行
法
』
の

內
容
に
「
唄
」
や
「
錫
杖
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
た
め
、

法
華
懺
法
の
次
第
成
立
と
四
箇
法
要
の
關
係
に
つ
い
て
も
今
後
考
究
す

る
必
要
が
あ
る
。

（
29
）　

例
え
ば
、
九
條

實
（
一
一
四
九
―
一
二
〇
七
）
の
日
記
『
玉
葉
』

に
も
多
く
の
記
錄
が
殘
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
髙
木
豐
「
院

政
時
代
の
法
華
懺
法
―
『
玉
葉
』
よ
り
み
た
る
―
」（『
佛
敎
と
民
俗
』

一
四
、
一
九
七
七
年
）
で
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
管
見
の
限
り
、
平
安

貴
族
が
追
善
供
養
と
し
て
懺
法
の
法
會
を
催
し
た
記
錄
で
最
も
古
い
も

の
は
、『
小
記
目
錄
』
天
元
五
年
（
九
八
二
年
）
八
月
一
四
日
項
の
記

錄
で
あ
る
。
同
書
に
は
「
贈
太
皇
太
后
籘
原
安
子
ノ
御
爲
メ
ニ
、
延
曆

寺
ニ
於
テ
、
御
懺
法
ヲ
修
セ
ラ
ル
。」（『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
一
九

册
・
二
五
六
頁
）
と
あ
り
、
村
上
天
皇
（
九
二
六
―
九
六
七
）
の
中
宮

で
あ
っ
た
籘
原
安
子
（
九
二
七
―
九
六
四
）
の
追
善
供
養
が
行
わ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
「
御
懺
法
」
が
法
華
懺
法
で
あ
っ
た
か
は

定
か
で
な
い
。

（
30
）　
『
日
本
古
典
文
學
大
系
』
七
三
・
四
五
三
頁
參
照
。『
梁
塵
祕
抄
』
に

は
懺
法
歌
と
し
て
「
一
心
敬
禮
聲
澄
み
て
、
十
方
淨
土
に
隔
て
な
し
、

第
二
第
三
數
每
に
、
六
根
罪
障
罪
滅
す
」
と
い
う
一
首
が
收
錄
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
有
名
で
あ
る
。
同
歌
に
つ
い
て
は
小
島
裕
子
「「
一
心
敬

禮
聲
澄
み
て
」
考
―
法
文
の
歌
が
生
み
だ
さ
れ
る
場
―
」（『
文
學
』
一

〇
―
二
、
一
九
九
九
年
）
を
參
照
。
ち
な
み
に
、
懺
法
と
念
佛
を
倂
修

す
る
行
儀
に
つ
い
て
は
、
鎭
源
撰
『
法
華
驗
記
』
卷
中
五
一
「
楞
嚴
院

境
妙
法
師
傳
」、
卷
下
百
一
一
六
「
筑
前
國
優
婆
塞
傳
」
に
も
み
え
、

臨
終
の
場
面
や
追
善
供
養
の
た
め
に
法
華
懺
法
が
彌
陀
念
佛
と
と
も
に

修
さ
れ
て
い
る
。『
法
華
驗
記
』
の
各
傳
中
で
示
さ
れ
る
法
華
懺
法
の

特
徵
に
つ
い
て
は
、
日
本
印
度
學
佛
敎
學
會
第
七
二
囘
學
術
大
會
（
二

〇
二
一
年
九
月
四
日
）
に
て
「『
法
華
驗
記
』
に
み
る
法
華
懺
法
」
と

題
し
て
發
表
し
た
。
ま
た
、
法
華
懺
法
と
彌
陀
念
佛
や
阿
彌
陀
經
の
讀

誦
を
倂
修
す
る
行
儀
は
「
朝
法
華
、
夕
念
佛
」、「
朝
題
目
、
夕
念
佛
」、

「
朝
懺
法
、
夕
例
時
」
な
ど
の
語
を
想
起
さ
せ
る
。「
朝
題
目
、
夕
念

佛
」
に
關
す
る
先
行
硏
究
に
つ
い
て
は
、
栁
澤
正
志
「
日
本
天
台
に
お

け
る
淨
土
敎
の
地
位
」（
同
『
日
本
天
台
淨
土
敎
思
想
の
硏
究
』
所
收
、

法
藏
館
、
二
〇
一
八
年
）
を
參
照
。
栁
澤
氏
は
「
朝
題
目
、
夕
念
佛
」

に
代
表
さ
れ
る
法
華
・
淨
土
雙
修
の
行
儀
に
は
三
つ
の
意
味
が
求
め
ら

れ
る
と
し
、
そ
の
第
一
に
「
追
善
供
養
と
し
て
の
役
割
」
を
擧
げ
て
、

『
慈
惠
大
僧
正
御
遺
吿
』
や
『
梁
塵
祕
抄
口
傳
集
』
の
記
述
を
典
據
と

し
て
い
る
（
一
八
頁
）。
栁
澤
氏
の
論
攷
で
は
、
日
本
天
台
の
淨
土
敎

思
想
が
成
立
し
て
い
く
過
程
で
『
法
華
經
』
を
中
心
と
す
る
天
台
敎
學
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と
極
樂
淨
土
を
願
う
淨
土
敎
が
ど
の
よ
う
な
關
係
に
あ
っ
た
の
か
を
扱

っ
て
い
る
が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
法
華
懺
法
は
、
法
華
・
淨
土
雙
修

の
行
法
と
し
て
重
要
な
役
割
を
擔
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
31
）　

法
華
懺
法
が
追
善
の
儀
禮
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
點
に
つ
い
て

は
、
前
揭
註
（
２
）
の
大
內
氏
論
攷
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

法
華
懺
法
が
後
白
河
法
皇
に
よ
っ
て
宮
中
に
て
御
懺
法
講
と
し
て
修
さ

れ
、
そ
の
後
、
江
戶
末
期
ま
で
天
皇
の
父
母
の
追
善
儀
禮
と
し
て
催
さ

れ
て
い
た
點
も
、
そ
の
認
識
を
强
め
る
要
因
に
な
っ
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

（
32
）　

週
知
の
通
り
、
源
信
撰
『
徃
生
要
集
』
で
は
兜
率
天
へ
の
徃
生
も
許

容
し
て
い
る
が
、
極
樂
淨
土
へ
の
徃
生
を
顯
揚
し
た
こ
と
が
法
華
懺
法

の
發
願
段
へ
與
え
た
影
响
も
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
法
華
懺

法
の
前
段
階
に
あ
る
「
如
法
懺
法
」
と
關
係
が
深
い
良
忍
が
念
佛
者
で

あ
っ
た
こ
と
も
何
ら
か
の
影
响
を
與
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
33
）　

東
京
大
學
史
料
編
纂
所
影
印
叢
書
『
平
安
鎌
倉
古
文
書
集
』（
八
木

書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
一
九
五
頁
～
一
九
六
頁
。
こ
の
起
請
文
は
保
延

五
年
（
一
一
三
九
年
）
の
作
と
さ
れ
る
。

（
34
）　

こ
こ
で
の
「
禪
衆
」
と
は
、
鳥
羽
法
皇
の
追
善
供
養
を
行
う
法
華
三

昧
僧
の
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
矢
野
立
子

「
法
華
堂
に
お
け
る
禪
衆
に
つ
い
て
」（『
日
本
女
子
大
學
紀
要 

文
學

部
』
六
六
、
二
〇
一
六
年
）
を
參
照
。
ま
た
、
鳥
羽
法
皇
の
徃
生
思
想

と
追
善
儀
禮
に
關
し
て
は
上
島
享
『
日
本
中
世
社
會
の
形
成
と
王
權
』

第
四
章
「︿
王
﹀
の
死
と
葬
送
―
穢
と
學
侶
・
圣
・
禪
衆
―
」（
名
古
屋

大
學
出
版
會
、
二
〇
一
〇
年
）
を
參
照
。
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